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（総合審査結果の要旨） 
 
 村上紀子は、学部時代は日本画、大学院修士課程では図学を学び、その後工学系の大学に就職して工
学的な手法での描画研究を続けてきた。本学大学院博士課程に入学後は、引き続き絵画制作を行うとと
もに、描画実験のデータを集めて博士論文へと展開させた。 
 提出された論文は、描画の個人性が獲得される機制を、手と目の協応という身体の発達過程や、社会・
文化的慣習行動の影響、身体的リズムなどとの関係から明らかにしている。特に青年期以降、老年期に
わたる描画活動に着目して、その人間形成的意義を見出したことは独創的な視点として評価できる。 
 博士学位審査展に展示された作品は、博士課程３年間で様々な技法を実験的に研究するなかで到達し
た、自らの身体感覚に即する、いわば「皮膚のような」描画形態としてカモフラージュパターンをシル
クスクリーンによって制作したものである。シルクスクリーンの版をつくるにあたって多数のドローイ
ングを描くことにおいて、自らの描画の個人性が明確化されるという形で、本作品は提出された論文と
も底流のところで結びついている。 
 実技制作と理論研究とを往還しながら思考を深め、制作コンセプトと技法の研究、先行研究をふまえ
た広範な資料分析、実践的な描画実験など、幅広い観点から自らの問題意識を作品化・理論化したこと
は研究能力の優秀さを示しており、今後の活躍が大いに期待されるものである。 
 総合審査結果として、提出された論文と作品はそれぞれ課程博士学位に相応しい水準に達しているこ
とが認められ、最終試験の結果も含めて合格と判定した。 
 
 
